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１．委託業務の目的 

糖鎖業界に散在するデータベースを産業技術総合研究所・糖鎖医工学研究センター（以下、

糖鎖医工学研究センター）に設置予定のデータベースサーバに集約し糖鎖科学統合データ

ベースを構築する。まずは、糖鎖医工学研究センターが構築した５種類のデータベース（糖

鎖関連データベース、糖転移酵素特異性に関するデータベース、レクチンデータベース、

糖タンパク質データベース、および質量分析データベース）について、統合を行う。 

また、我が国に存在する糖鎖関連データベースを統合するために、糖鎖医工学研究センタ

ーは糖鎖関連データベースを保有している研究機関と交渉し、了解を得た上でデータの提

供元となるよう促す役割を行う。そのために、各データ提供機関が糖鎖医工学研究センタ

ーに円滑にデータを提供できるように糖鎖医工学研究センターは必要な支援を行う。複数

の機関から得られたデータを標準化した上でデータベースに格納する。 

糖鎖医工学研究センターはデータベースに格納した専門的な情報を直感的に理解できるイ

ンターフェースを開発し、糖鎖研究分野以外の研究者等にも理解可能な情報として公開す

る。 

各種様々なデータをいくつかのカテゴリーに分類した上で、統合に必要な情報を中核機関

である情報・システム研究機構に受け渡し、情報・システム研究機構の「DB ポータル」等

の検索方法と連携できるように開発を行う。 

最終的には情報・システム研究機構等とのデータの統合を目指し、統合検索を共同で開発

する業務を行う。 

 

２．平成２０年度（報告年度）の実施内容 

２.１ 実施計画 

糖鎖医工学研究センターが平成１９年度に整備・構築したデータベース（糖鎖関連データ

ベース、糖転移酵素特異性に関するデータベース、レクチンデータベース、糖タンパク質

データベース、および質量分析データベース）を基盤にし、国内に散在する糖鎖関連デー

タベースを集約し糖鎖科学のポータルサイトを構築する。 

 また、我が国に存在する糖鎖関連データベースを統合するために、糖鎖関連データベー

スを保有している各研究機関と交渉し、統合データベースへのデータ提供を行えるよう支

援および手続きを開始する。そして平成２１年度（次年度）から参画する研究機関との打

ち合せも行っていく。 

 

①運営と開発体制の準備 

糖鎖医工学研究センターに運営チームを設置し、データベース構築の開発体制を整え、平

成１９年度購入のサーバ上でポータルサイトを公開できるように環境を整える。 



4 

 

データを保有している研究機関に統合データベースの活動を説明し、次年度の協力機関と

しての参画を促す。そして理解が得られた機関を含めた次年度の業務計画を立てる。 

 

②データ提供機関との交渉 

データ統合の活動をしやすくする為に、国内の数多くの主要な研究機関・大学・企業が集

結している最大の糖鎖の団体である「日本糖鎖科学コンソーシアム（JCGG）」に協力を要

請し、統合データベースの活動を JCGG の枠組みの中の活動として公認を得た。 

既に糖鎖関連データベースを保有している機関に協力機関として参画するように促す。デ

ータベース化していないデータを保有している機関には糖鎖科学統合データベースの枠組

みの中で構築し統合するように促す。 

データの提供時に発生する作業に関して、個々の研究機関・企業・大学と交渉し、より良

い手段で解決し、円滑にデータを統合できるように実務レベルの話し合いを進め、業務を

遂行する。 

また、糖鎖医工学研究センターのデータベースに遺伝子多型やタンパク質ドメイン構造等

の H-InvDB の情報を表示できるように、平成２０年度から産業技術総合研究所・生物情報

解析研究センターの代表者と協議を開始し、次年度以降の連携を目指す。 

 

③統合データベース構築 

糖鎖医工学研究センターが平成１９年度改良したデータベース（糖鎖関連データベース、

糖転移酵素特異性に関するデータベース、レクチンデータベース、糖タンパク質データベ

ース、および質量分析データベース）を基盤とし、糖鎖科学統合データベースのコンテン

ツと検索機能を拡充する。 

まずは、「構造解析と検出に関するカテゴリー」と題して産総研の「質量分析によるスペ

クトルデータベース」と名古屋市立大学の「多次元 HPLC データベース」を新規開発し、日

本脂質生化学会脂質データベース構築委員会の「LipidBank（糖脂質のデータのみ）」と立

命館大学の「GlycoEpitope」と産総研の「レクチンデータベース」を組み合わせて、質量

分析の m/z 値や単糖組成などから想定される糖鎖構造を抽出し、各種様々な方法論で解析

されたデータに辿りつけるように統合する。現在、実験データの有無により構造を同定ま

たは推定可能な方法論を検索できるようになり、糖鎖の解析や構造検出が分からない研究

者にも、より最適な構造解析の方法論を提供するサイトを目指す。 

また、「糖鎖関連遺伝子」のデータベースのカテゴリーの中で、名古屋大学の協力を得て

ノックアウトマウスのデータベースを新規に構築する。国内の研究者が保有しているノッ

クアウトマウスの情報を研究者が自ら登録できる仕組みを構築し、モデルマウスのリソー

スを管理できるシステムを構築する。それからノックアウトのフェノタイプの情報も詳細

に管理し、リソースを提供できる環境を整える。最終的にはノックアウトマウスデータベ

ースと産総研の糖鎖関連遺伝子データベースと連携を図り統合を目指す。 
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異なる機関のデータもマージできるようにデータの標準化を考慮しながら糖鎖科学統合デ

ータベースの構築を開始する。完成したデータベースから順次公開していく。また、「DB

ポータル」等の検索機能との連携がとれるように情報・システム研究機構と話し合いを行

い、必要な情報やデータ等の提供を行う。 

 

２.２ 実施内容(成果） 

糖鎖医工学研究センターのデータベースを公開した。それらを基盤にして、国内に散在す

る糖鎖関連データベースを集約し糖鎖科学のポータルサイトを運用し始めた。 

 また、我が国に存在する糖鎖関連データベースを統合するために、糖鎖関連データベー

スを保有している研究機関と交渉し、統合データベースへのデータ提供を行えるよう公開

用ＤＢ構築支援および統合用ＡＰＩの設置の支援を行った。具体的な作業とその結果の報

告を下に記す。 

 

 

①運営と開発体制の準備 

引き続き糖鎖医工学研究センターに運営チームを置き、データベース構築の開発体制を整

えた。そして、キーワードによる横断検索のポータルサイトを平成 20 年 8 月にリニューア

ルして公開した。日本糖質学会で統合データベースの発表を行いその後にアクセスが急増

した（図１）。ポータルサイトのみの国別アクセス数を図２に、国別の独自 IP の数を図３

に示した。 

 

図 1 JCGGDB 横断検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国名 ページ参照数 

JAPAN 85790 

UNITED STATES 14973 

GERMANY 2910 

CHINA 2464 

KOREA, REPUBLIC OF 1677 

UNITED KINGDOM 551 

EU 365 
図 2 国別アクセス数（ページ参照数）
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また、その他の学会や日本糖鎖科学コンソーシアム（ＪＣＧＧ）年会など糖鎖の研究者が

集結する場所で発表を行い統合データベースの活動報告を行った。その際に研究機関の代

表者と話合い、平成２１年度（次年度）から統合プロジェクトに参加する研究機関を増や

すことに成功した。 

平成２１年度から協力する機関へはこれまでの統合データベースの活動を説明し、今後の

プランを説明し、その上で個々の機関のデータの意義やプロジェクト内での役割を理解し

て頂いた上で、統合プロジェクトで、どのように統合を進めていくか平成２１年度の業務

計画を立てながら具体的に話し合った。 

 

②データ提供機関との交渉 

データ統合の活動をしやすくする為に、国内の数多くの主要な研究機関・大学・企業が集

結している最大の糖鎖の団体であるＪＣＧＧの協力を頂いたことで比較的円滑に統合プロ

ジェクトへの参加を促すことができた。平成 20 年度は、立命館大学（代表：糖鎖工学研究

センター・センター長川嵜敏祐氏）の GlycoEpitope の横断検索のインデックス化するため

のテキスト出力の API の開発と、REST 方式を使用したキーワードによる検索とその検索結

果並びに個々のエントリーの詳細情報を XML で出力できる API（以後、統合検索用ＡＰＩと

略す。）を開発して設置した。現在稼働しているキーワードによる横断検索のインデック

スにテキスト出力の結果を利用している。REST を利用したＡＰＩは統合検索に利用するこ

とにしている。今のところまだ統合検索の基盤作りのための整備を行っているところであ

る。名古屋市立大学（代表：名古屋市立大学大学院薬学研究科生命分子構造学分野・加藤

晃一氏）の多次元ＨＰＬＣデータベース（図４，５ http://hplc.glycoanalysis.info/）

 

図 3 国別ユーザ数 

 

国名 国別ユーザ数 

JAPAN 1554 

UNITED STATES 435 

CHINA 30 

KOREA, REPUBLIC OF 24 

GERMANY 23 

ROMANIA 16 
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を構築して公開した。 

 

図 4 多次元 HPLC データベース（MDHPLCDB） 

 

 

図 5 MDHPLCDB の詳細画面 

 

 

 

その他の交渉として、データベース化していないデータを保有している３機関と話合いを

持つことができた。まずは、財団法人野口研究所（代表：常務理事・白井孝氏）では有機

化学合成を用いて糖鎖を合成していることから化合物の未公開のデータベースを持ってい

る。更には合成経路や合成のノウハウの情報も持っている。野口研究所と産業技術総合研

究所が文科省の統合データベースプロジェクト内で平成２１年度から 2 年をかけて糖鎖合

成の統合データベースを構築することで合意した。入手し難い糖鎖標準品を研究者が自ら

糖鎖合成できるように有機化学合成とリコンビナント糖転移酵素による糖鎖合成を融合さ

せたデータベースを構築する計画を立てた。 

次に、創価大学（代表：工学部 専攻長・西原祥子氏）のショウジョウバエの糖転移酵素

の遺伝子をノックダウンしてフェノタイプ情報を格納している FlyGlycoDB（未公開）の公

開版への作りかえと統合検索用のＡＰＩの設置を平成２１年度行うことになった。 



8 

 

3 つ目として、平成 21 年度に理化学研究所（代表：システム糖鎖生物学研究グループ グ

ループディレクター・谷口直之氏）の糖鎖コンフォメーションデータベース（未公開）の

公開支援と構造による横断検索の検索対象にすること、並びに、統合検索用ＡＰＩの設置

を行うことになった。 

 

また、糖鎖医工学研究センターが保有しているデータベースのデータ自体は経産省・ＮＥ

ＤＯプロジェクトの成果物であるため、経産省側のプロジェクトにも協力する義務がある。

平成２０年度から産業技術総合研究所・バイオメディシナル情報研究センター（旧生物情

報解析研究センター）の代表者今西氏と協議を開始し、経産省の統合 DB プロジェクト側で

の GGDB の API の設置に協力（セキュリティーチェックや設置のためのやり取り等の労務）

した（GGDB は平成 19 年度の本委託費で構築した。GGDB の API に関しては経産省統合 DB プ

ロジェクトの平成 20 年度の予算で構築した。）。 

GGDB Web サービス 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/ggdb/jsp/doc/api/GGDB_Manual_jp.htm 

 

平成 21 年度には経産省統合 DB プロジェクトの H-InvDB の API を利用して産総研・糖鎖医

工学研究センターの GGDB や LfDB にある遺伝子の詳細画面に補完してメリットがある組織

発現や遺伝子多型（SNP やマイクロサテライトなど）のデータを表示することになった。 

 

③統合データベース構築 

平成１９年度に糖鎖医工学研究センターが改良したデータベース（糖鎖関連データベース、

糖転移酵素特異性に関するデータベース、レクチンデータベース、糖タンパク質データベ

ース、および質量分析データベース）を平成 20 年 8 月に公開した。それらのＤＢを基盤と

し、糖鎖科学統合データベースのコンテンツと検索機能を拡充した。 

1) GlycoGeneDataBase(糖鎖関連データベース、糖転移酵素特異性に関するデータベース) 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/ggdb/ 

2) Lectin frontier DataBase(レクチンデータベース) 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/ggdb/ 

3)Glycan Mass Database(質量分析データベース) 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/glycodb/Ms_ResultSearch 

4)GlycoProtDatabase(糖タンパク質データベース) 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/glycodb/Glc_ResultSearch 

 

まずは、「構造解析と検出に関するカテゴリー」と題して産総研の「質量分析によるスペ

クトルデータベース」と新規開発した名古屋市立大学の「多次元 HPLC データベース」、日

本脂質生化学会脂質データベース構築委員会の「LipidBank（糖脂質のデータのみ）」と立
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命館大学の「GlycoEpitope」と産総研の「レクチンデータベース」を組み合わせて、質量

分析の m/z 値や単糖組成などから想定される糖鎖構造を抽出し、各種様々な方法論で解析

されたデータに辿りつけるように統合した。構造による横断検索もできるようになった。

m/z や単糖組成による検索も可能にした。平成 21 年 3 月現在セキュリティーチェック中の

ため公開は控えている。平成２１年度初めには公開する予定となっている。 

 

図 6 糖鎖構造検索用エディター 

ブラウザーを利用して糖鎖構造およびそれらの修飾を含めドラッグ＆ドロップで作成でき

る（図６）。検索の方法として入力した構造そのものを検索する完全一致検索(Exact Match)

と入力した構造が部分的に含まれる部分構造検索(Substructure Match)の２つを用意した。 

図７は「完全一致検索」結果である。同じ構造のように見えるが実際には還元末端の状態

が違いや D体 L体の違いがあり、それらの違いが見て分かるように次年度改良を重ねる。 
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図 7 完全一致検索結果 

 

図８は部分構造検索の結果である。図６で入力した構造が含まれる構造を抽出した結果で

ある。 
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図 8 部分構造検索の結果 

 

 

また、「糖鎖関連遺伝子」のデータベースのカテゴリーの中で、名古屋大学（代表：古川

鋼一氏）の協力を得てノックアウトマウスのデータベースを新規に構築した（図９）。 

データが整い次第公開する予定である。 



12 

 

 

図 9 ノックアウトマウス DB 詳細画面 

 

国内の研究者が保有している糖鎖関連遺伝子のノックアウトマウスの情報を研究者が自ら

登録できる仕組みを構築した。現在、名古屋大学のグループにマウスの情報の整備を依頼

しており、その整備終了後にはプロトタイプ版となっている現在のシステムにデータを登

録する予定である。平成２１年度には使い勝手などの意見を聞きながら公開版としてブラ

ッシュアップしていく予定である。 

 

 

２.３ 成果の外部への発表 

プレス発表、取材対応 （該当なし） 

 

学会等への口頭発表 

業務 

コード 

実

施 

年

度 

国

内 

国

際 

講演タイトル 発表 

者名 

講演会名 発表 

年月日 

07156016 20 
国

内 

「糖鎖の質量分

析スペクトルデ

ータベース：何が

できるか、何が必

亀山昭

彦 

第 56 回質量分析総合討

論会 

2008 年 5

月 14 日～

16 日 
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要か？ 」 

07156016 20 
国

内 

「糖鎖MSnスペク

トルデータベー

スの現状と展望」

亀山昭

彦 

第 56 回質量分析総合討

論会 

2008 年 5

月 14 日～

16 日 

07156016 20 国

際 

Publication and 

integration of 

glycodatabase. 

新間陽

一 

全国糖生物学会（中

国・蘇州） 

2008 年 6

月 6 日〜9

日 

07156016 20 
国

内 

日本糖鎖科学コ

ンソーシアムデ

ータベース 

（シンポジウム）

鹿内俊

秀 

日本糖質学会年会 2008/8/19

07156016 20 国

内 

糖鎖統合データ

ベース講習・体験

会(1)「GLYCOGENE 

DATABASE 入門」 

鹿内俊

秀、新間

陽一 

第１回 GLIT 勉強会

（JBA） 

2008/8/27

07156016 20 国

内 

糖鎖統合データ

ベース講習・体験

会(2)「LfDB とレ

クチンマイクロ

アレイ入門」 

平林淳、

舘野浩

章 

第３回 GLIT 勉強会

（JBA） 

2008/12/1

6 

07156016 20 国

内 

糖鎖データベー

スの構築と統合 

新間陽

一 

BMB2008(第 31 回日本分

子生物学会年会・第 81

回日本生化学学会大会

合同大会) 

2008/12/9

07156016 20 国

内 

Integration of 

Glycoscience-re

lated Database 

in Japan 

鹿内俊

秀 

Clinical and 

Translational 

Research on 

Cancer:Glycomics 

Applications(HGPI,HU

PO) 

2009 年 3

月 24 日～

27 日 

07156016 20 国

際 

Japan Consortium 

for Glycobiology 

& 

Glycotechnology 

Database 

木下聖

子（依頼

出張）、

鹿内俊

秀 

EuroCarbDB meeting(ユ

トレヒト大学) 

2008 年 11

月 27 日～

29 日 



14 

 

07156016 20 国

内 

「糖鎖データベ

ース」と「糖鎖産

業技術フォーラ

ムの具体的取り

組み」 

新間陽

一 

GLIT(産業技術総合研

究所) 

2008/1/23

07156016 20 国

内 

糖鎖データベー

スの構築と統合 

鹿内俊

秀 

BioJapan2008 2008 年 10

月 15 日～

17 日 

 

 

雑誌等への論文投稿（該当なし） 

 

特許の申請（該当なし） 

 

２.４ 活動（運営委員会等の活動等） 

完成した成果物をより多くの糖鎖分野の研究者へ広く知って頂くためにできるだけ多くの

学会に参加し発表した。そして、完成した成果物の使い方を知って頂くため糖鎖産業フォ

ーラムの勉強会で使い方と DBから得られる有益な情報の取得の仕方などについて説明した。 

国内だけではなく、中国やヨーロッパの研究者との交流を行い、日本の糖鎖統合データベ

ースの普及に努めた。 

 

 

２.５ 実施体制 

別表１を参照のこと。 

 

 

２．６ 整備実績一覧 

別表２を参照のこと。 
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別表１ 平成２０年度に於ける実施体制 

研 究 項 目 担当機関等 研究担当者 

 

1.  運営と開発体制の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  データ提供機関との交渉 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  統合に向けたデータベース構築 

 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

◎○成松 久 

 

 

新間 陽一 

 

 

鹿内 俊秀 

 

 

○新間 陽一 

 

 

成松 久 

 

 

鹿内 俊秀 

 

 

○梶 裕之 

 

 

○亀山 昭彦 

 

 

成松 久 

 

 

平林 淳 

 

 

新間 陽一 
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平成１９年度以降、業務推進のためにデ

ータの統合に関するご意見とご協力頂

いた方々 

 

 

 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

産業技術総合研究所 

糖鎖医工学研究センター 

 

 

立命館大学 

糖鎖工学研究センター 

 

名古屋市立大学 

大学院薬学研究科 

 

名古屋市立大学 

大学院薬学研究科 

 

国立医薬品食品衛生研究

所 

 

東京大学大学院 

医学系研究科 

舘野 浩章 

 

 

栂谷内 晶 

 

 

佐藤 隆 

 

 

鹿内 俊秀 

 

 

鈴木 芳典 

 

 

藤田 典昭 

 

 

 

川嵜 敏祐 

 

 

加藤 晃一 

 

 

山口 芳樹 

 

 

西島 正弘 

 

 

八杉 悦子 

 

研 究 項 目 担当機関等 研究担当者 
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平成２０年度から、業務推進のためにデ

ータの統合に関するご意見とご協力頂

いた方々 

 

名古屋大学 

大学院医学系研究科 

 

理化学研究所 

フロンティア研究システ

ム（オブザーバー） 

古川 鋼一 

 

 

加藤 雅樹 

 

注１． ◎：課題代表者、○：サブテーマ代表者 

注２． 本業務に携わっている方は、全て記入。 
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別表２ 整備実績一覧 

 

 

DB 名：GGDB 

（１）保有データ情報 

（１－１）データの種類 

①� 生物種 ヒトの糖鎖関連遺伝子。ヒトの遺伝子に類似した他の生物種の遺伝

子情報（ホモログ）。 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数 

ヒト試料、ヒト cDNA 

 

③測定方法 リコンビナント酵素の酵素活性測定 

④データの内

容 

リコンビナント糖転移酵素を用いて糖鎖構造を合成した時の結果。

ドナー基質・アクセプター・プロダクト情報 

⑤その他、特

記事項 

経産省・NEDO プロジェクト通称「GG project」と「SG Project」の

成果物。 

 

（１－２）データソース 

①現在のデー

タ量 

H.sapiens：190 件（実験データと論文のデータ）、M.musculus：18

3 件 R.norvegicus：172 件 C.elegans：63 件 A.thaliana：13

件 S.cerevisiae：18 件 D.melanogaster：74 件 

②データ区

分 

 

■自前 □第三者 ■文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）   

 

③将来の増加

の見込み 

新規の遺伝子が発見されるたびに追加 

④権利関係 所有者（産業技術総合研究所） 

公開（■可 □否 □その他［                

 ］） 

 

⑤その他、特

記事項 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/ggdb/ 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

新規の遺伝子が発見されるたびに追加 

②その他、特

記事項 

 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 4 名 

②キュレータ・ア

ノテータ数 

5 名 
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③データ構造 XML ファイル、RDB 

④DB 管理ソフト Oracle 10g(10.2.0) 、XML データベース eXist 

⑤サーバの OS Linux 

⑥サーバ規模 不明 

⑦DB へのアクセ

ス数 

月平均 11000 アクセス 

⑧独立 IP 数  

⑨その他、特記事

項 

 

 

ヒトの遺伝子を中心に活性をまとめた。 

個々の遺伝子の活性が簡単に分かるように Viewer を開発し整備

した。 

 

 

 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の名

称 

※URL があれば記述 

公 開 ／

未公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB

等）、本プロジェクトで実施した特徴点、進

捗状況、今後の計画・課題などを簡潔にわか

りやすく記述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状

況（平均利用者数、アクセス数、ダウン

ロード数等の数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可

1 http://riodb.ibase.ai 公開 平成１９年度に作成し、セキュリティーチェ
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st.go.jp/rcmg/ggdb/ ックなどを行い平成２０年に公開した。月平

均 11000 アクセスがある。 

2 キーワードによる横断

検索 

http://jcggdb.jp/sear

ch/search.cgi?method=

3&keyword=&lang=jp 

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

８月～３月末日：約１万５千アクセス 

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 

  

 

DB 名：LfDB 

（１）保有データ情報 

※ 貴機関グループ内で保有するデータに関して、以下の内容を記述して下さい。 

 

（１－１）データの種類 

①生物種 ヒト～植物まで 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

糖鎖とレクチンの相互作用情報：主に結合活性が安定した植物レク

チン 

③測定方法 レクチンフロンティアデータベース(LfDB)は、蛍光検出を用いた自

動化フロンタルアフィニティークロマトグラフィーシステム(FAC-F

D)を用いて取得した各種レクチンとピリジルアミノ化糖鎖間の結合

定数を含む定量的相互作用データを格納しています。本方法で取得

した相互作用データの精度、信頼性は非常に高いことから、LfDB は

今後、広く生物学研究において貴重な情報源になると考えられます。

④データの内

容 

レクチンの詳細情報（遺伝子・配列・ファミリー分類・立体構造）、

糖鎖とレクチンの相互作用情報 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－２）データソース 

R- 在のデー

タ量 

R-type Lectin 18 件、Annexin 12 件、RicinB 1 件、Siglec 1

1 件、Legume 17 件、Jacalin-related Lectin16 件、Legume Le

ctin 19 件、Chitin-binding 4 件、Monocot 1 件、Man6Pi-bi

nding Lectin 3 件、Fucose-binding Lectin 3 件、Galectin 

26 件、Chitin-binding Lectin 5 件、Monocot Mannose-binding

 Lectin 14 件、C-type Lectin 38 件、Jacaline-related Lect

in 1 件、Others 28 件 
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相互作用の件数 86 件 

②データ区分 

 

■自前 ■第三者 ■文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）  ※複数選択可。二次データのみ

の保有は不可。 

 

③将来の増加

の見込み 

論文リリース後に公開する。 

④権利関係 所有者（産業技術総合研究所・レクチン提供機関） 

公開（■可 □否 □その他［                

 ］） 

※既に公開している場合は URL を「⑤その他、特記事項」に記述 

※権利関係が未解決で、プロジェクト期間内に解決の見込みがある

場合は、解決のための手立て等を「⑤その他、特記事項」に詳述 

⑤その他、特

記事項 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/glycodb/LectinSearch 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

３ヶ月に１度更新 

②その他、特

記事項 

 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 4 名 

②キュレータ・ア

ノテータ数 

3 名 

③データ構造 XML ファイル、RDB 

④DB 管理ソフト Oracle 10g(10.2.0) 、XML データベース eXist 

⑤サーバの OS Linux 

⑥サーバ規模 1 台 

⑦DB へのアクセ

ス数 

月平均 1694 アクセス 

⑧独立 IP 数 １つ 

⑨その他、特記事

項 

※DB への検索メニュー（画面コピーの別紙添付でも可）、使用

しているオントロジーがあれば記述 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公 開 ／

未公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB 等）、

本プロジェクトで実施した特徴点、進捗状況、

今後の計画・課題などを簡潔にわかりやすく記

述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状況



22 

 

（平均利用者数、アクセス数、ダウンロー

ド数等の数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可 

 キーワードによる横

断検索

http://jcggdb.jp/se

arch/search.cgi?met

hod=3&keyword=&lang

=jp 

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

８月～３月末日：約１万５千アクセス 

 Lectin Frontier 

Database 

http://riodb.ibase.

aist.go.jp/rcmg/gly

codb/LectinSearch 

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

月平均 1694 アクセス 

    

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 

  

 

 

DB 名：GMDB 

（１）保有データ情報 

※ 貴機関グループ内で保有するデータに関して、以下の内容を記述して下さい。 

 

（１－１）データの種類 

①生物種 ヒト（ヒトと共通する糖鎖構造を持った生物種） 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

ヒト型標準糖鎖 

③測定方法 MSnスペクトル測定の手順 

この説明は、MALDI-QIT-TOF 型質量分析計(AXIMA-QIT; 島津製作所)

の使用を前提としています。GMDB 内のスペクトルイメージを利用し

て糖鎖構造を推定する場合には、下記にある CID スペクトル取得手

順に沿って MSnスペクトルを測定してください。 

  

装置: MALDI-QIT-TOF MS (マトリクス支援レーザー脱離イオン化
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四重極イオントラップ飛行時間型質量分析計)  

CID スペクトル測定手順: 

1. ターゲットプレートにサンプル水溶液の 0.5Lμを乗せ、乾固しま

す。乾いたサンプルにマトリクス水溶液 0.5L (10μ mg/mL of 2,5-
dihydroxybenzoic acid in 30% ethanol)を乗せ、再度、乾固してく

ださい。  最後に、99.5%エタノールの 0.15Lμを、ターゲットプ

レートのマトリクス検体混晶に添加して再結晶化させます。 

  

2. MS スペクトルを正イオンモードで測定します。 

  

3. 次に、糖鎖の[M + Na]+イオンを前駆イオンとして MS2スペクトル

を測定します。この際、前駆イオンのシグナルがほとんど消失する

程度に CID エネルギーを調整してください。前駆イオンが完全に無

くなるか、もしくは最大ピークの 15%以上の強度で前駆イオンが残

る場合には、そのスペクトルを廃棄し、再度、測定してください。

また、測定にあたっては、レーザショットパターンに従って自動的

にレーザー照射位置を変える自動取得機能を使用してください。 

4. MS3スペクトルの測定についても、上の説明と同様に CID エネル

ギーを調整してスペクトルを取得します。 

 

④データの内

容 

※記録しているデータ項目（例えば、試料番号、遺伝子名、発現デ

ータ（画像）等） 

⑤その他、特

記事項 

経産省・NEDO プロジェクトの成果物 

 

（１－２）データソース 

①� 在のデー

タ量 

構造数 176 件 スペクトルの枚数 1013 

②データ区分 

 

■自前 □第三者 □文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）  ※複数選択可。二次データのみ

の保有は不可。 

 

③将来の増加

の見込み 

増える可能性はあるが、具体的な数は言えない。 

④権利関係 所有者（産業技術総合研究所） 

公開（■可 □否 □その他［      ］） 

⑤その他、特

記事項 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/glycodb/Ms_ResultSearch 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

論文がリリースされた後で公表。 

②その他、特

記事項 
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※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 4 名 

②キュレータ・アノテ

ータ数 

3 名 

③データ構造  

④DB 管理ソフト XMLDB, Oracle 

⑤サーバの OS Linux 

⑥サーバ規模 1 台 

⑦DB へのアクセス数 月平均 931 アクセス 

⑧独立 IP 数  

⑨その他、特記事項 ※DB への検索メニュー（画面コピーの別紙添付でも可）、

使用しているオントロジーがあれば記述 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公 開 ／

未公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB 等）、

本プロジェクトで実施した特徴点、進捗状況、

今後の計画・課題などを簡潔にわかりやすく記

述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状況

（平均利用者数、アクセス数、ダウンロー

ド数等の数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可 

 Ｇ Ｍ Ｄ Ｂ （ Glycan 

Mass Spectral 

Database） 

http://riodb.ibase.

aist.go.jp/rcmg/gly

codb/Ms_ResultSearc

h 

公開 公開日：平成２０年１２月２日 

月平均 931 アクセス 

 構造による横断検索 

http://jcggdb.jp/id

b 

未公開 糖鎖構造による横断検索から検索できるように

した。 

平成２１年５月に公開予定。 

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 
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DB 名：GlycoProtDB 

 

（１）保有データ情報 

※ 貴機関グループ内で保有するデータに関して、以下の内容を記述して下さい。 

 

（１－１）データの種類 

①生物種 線虫 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

線虫（Strain N2） 

③測定方法 N 結合型糖タンパク質の同定とその糖鎖修飾位置の決定は、液体ク

ロマトグラフィー（LC）と質量分析法（MS）を連結した LC/MS 法を

基礎としたプロテオーム解析技術を用いて行った。簡潔には、 

(1)生体材料を 6M の塩酸グアニジンを含む緩衝液中で均質化（溶解）

する。 

(2)タンパク質のジスルフィド結合を還元し、アルキル化した後に、

トリプシンなどのプロテアーゼで分解し、ペプチド混合物を調製す

る。 

(3)得られたペプチド混合物を固定化レクチンカラムに通し、レクチ

ンの特異性によって共通の糖鎖モチーフ（例えばハイマンノース型

糖鎖）をもつ一群の糖ペプチドを捕集する。 

(4) 精製した糖ペプチドを安定同位体標識された水（H2
18O）の中で、

N-グリカナーゼ処理し、糖鎖を切除すると同時に、その糖鎖修飾位

置を 18O で標識する(この酵素で糖鎖を切除すると、糖鎖が結合して

いたアスパラギン残基はアスパラギン酸に変換され、このとき溶媒

より 18O が取り込まれる)。 

(5) 標識された(酵素処理前は糖鎖修飾されていた)ペプチドを LC/

MS ショットガン法で分析する。 

(6) MS/MS スペクトル情報を基に、検索エンジンソフトウェアを用

いて公共の配列データベースを検索し(MS/MS-イオンサーチ法)、ペ

プチドがどのタンパク質に由来したかを同定する。 

我々はこの手法を糖鎖付加位置特異的安定同位体標識法（Isotope-

coded GlycOsylation site-specific Tagging： IGOT 法）と名付け

た。この一連の分析法では、一度の実験で数百のペプチドが同定で

きる。 

④データの内

容 

Ｎ結合型糖鎖の修飾位置のデータベース 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－２）データソース 

①� 在 の デ ー

タ量 

付加位置の数 1031 件 遺伝子シンボル数 761 件 

②データ区分 

 

■自前 ■第三者 □文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）  ※複数選択可。二次データのみ

の保有は不可。 
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③将来の増加

の見込み 

マウスやヒトの組織・患者の組織毎のデータを公開する予定 

④権利関係 所有者（産業技術総合研究所・首都大学） 

公開（■可 □否 □その他［                

 ］） 

 

⑤その他、特

記事項 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/rcmg/glycodb/Glc_ResultSearch

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

論文発表後新しい情報を公開。 

②その他、特

記事項 

 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 4 名 

②キュレータ・アノテー

タ数 

2 名 

③データ構造  

④DB 管理ソフト Oracle 

⑤サーバの OS Sun 

⑥サーバ規模 1 台 

⑦DB へのアクセス数  

⑧独立 IP 数  

⑨その他、特記事項 ※DB への検索メニュー（画面コピーの別紙添付でも可）、

使用しているオントロジーがあれば記述 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公 開

／ 未

公開

概要（データの種類（生物種）・数量（kB 等）、

本プロジェクトで実施した特徴点、進捗状況、今

後の計画・課題などを簡潔にわかりやすく記述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状況（平

均利用者数、アクセス数、ダウンロード数等の

数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可 

1 キーワードによる横

断検索 

http://jcggdb.jp/se

arch/search.cgi?met

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

８月～３月末日：約１万５千アクセス 
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hod=3&keyword=&lang

=jp 

2 GlycoProtDB(糖タン

パク質データベース) 

http://riodb.ibase.

aist.go.jp/rcmg/gly

codb/Glc_ResultSear

ch 

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

月平均 812 アクセス 

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 

 

 

 

 

DB 名：GlycoEpitope 

 

（１）保有データ情報 

※ 貴機関グループ内で保有するデータに関して、以下の内容を記述して下さい。 

 

（１－１）データの種類 

①生物種 糖鎖に関するエピトープ構造を持っている生物種（ヒト・ヒツジ・

ウシ・ネズミ～ハエ～酵母～植物など） 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

抗糖鎖抗体に関する論文 

③測定方法 論文から抽出 

④データの内

容 

抗体が反応する糖鎖構造（GlycoEpitope）、抗体名、抗体の由来生

物種、キャリア情報（タンパク質・脂質など）、エピトープのレ

セプター情報、生物種、発現器官・組織、糖鎖の機能についての

情報 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－２）データソース 

①現在のデー

タ量 

エピトープ数：１４１構造 

上記エピトープに反応する抗体数：３８０個 

②データ区

分 

□自前 ■第三者 ■文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）  ※複数選択可。二次データのみ
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 の保有は不可。 

③将来の増加

の見込み 

新規抗体 100-150 件程度、エピトープ 20-30 件程度 

④権利関係 所有者（立命館大学・川嵜敏祐） 

公開（■可 □否 □その他［                

 ］） 

※既に公開している場合は URL を「⑤その他、特記事項」に記述 

※権利関係が未解決で、プロジェクト期間内に解決の見込みがある

場合は、解決のための手立て等を「⑤その他、特記事項」に詳述 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

半年に１回程度情報更新 

②その他、特

記事項 

 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 ４人 

② キ ュ レ ー

タ・アノテ

ータ数 

８人 

③データ構造 RDBMS 

④DB 管理ソフ

ト 

PostgreSQL-8.2.3 

⑤サーバの OS Linux (Red Hat Enterprise Linux AS release 3) 

⑥サーバ規模 NEC Express 5800（１台）、SGI Altix 450 （１台） 

⑦DB へのアク

セス数 

47775（Ｈ１９）39063(Ｈ２０） 

⑧独立 IP 数 不明 

⑨その他、特

記事項 

※DB への検索メニュー（画面コピーの別紙添付でも可）、使用して

いるオントロジーがあれば記述 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公 開 ／

未公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB 等）、

本プロジェクトで実施した特徴点、進捗状況、

今後の計画・課題などを簡潔にわかりやすく

記述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状況

（平均利用者数、アクセス数、ダウンロー
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ド数等の数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可 

1 キーワードによる横断

検索

http://jcggdb.jp/sea

rch/search.cgi?metho

d=3&keyword=&lang=jp 

公開 公開日：平成２０年８月２０日 

８月～３月末日：約１万５千アクセス 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 

DB 名：LipidBank 

 

（１）保有データ情報 

（１－１）データの種類 

①生物種 生物種問わず論文報告のある脂質構造をデータベース化 

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

中でも、糖脂質に関するデータが Glycolipid (696)。内訳として G

lycosphingolipid (581)、Glycoglycerolipid and others (115)

の構造情報とそれらが記載された論文を明記している。 

③測定方法 文献 

④データの内

容 

lipid 名(common name, IUPAC), spectral information (mass, U

V, IR, NMR、その他)、literature information 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－２）データソース 

①� 現 在 の デ

ータ量 

構造数 461 件 

②データ区分 

 

□自前 ■第三者 ■文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述）  ※複数選択可。二次データのみ

の保有は不可。 

③将来の増加

の見込み 

なし 

④権利関係 所有者（Japanese Conference on the Biochemistry of Lipids (J

CBL)） 

公開（■可 □否 □その他［       ］） 

 

⑤その他、特

記事項 

クロスリンクレベルで統合することを条件にプロジェクトへの協

力が得られた。 

http://lipidbank.jp/ 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

なし 
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況、体制 

②その他、特

記事項 

Version2 がでる可能性あり。 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 1 名 

②キュレータ・アノテータ

数 

1 名 

③データ構造 RDBMS 

④DB 管理ソフト Oracle Ver.8.0.3 

⑤サーバの OS Solaris Ver.2.6 

⑥サーバ規模 Sun Enterprise 450 

⑦DB へのアクセス数 不明 

⑧独立 IP 数  

⑨その他、特記事項 ※DB への検索メニュー（画面コピーの別紙添付でも

可）、使用しているオントロジーがあれば記述 

 

（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通

番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公 開 ／

未公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB 等）、

本プロジェクトで実施した特徴点、進捗状況、

今後の計画・課題などを簡潔にわかりやすく記

述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用状況

（平均利用者数、アクセス数、ダウンロー

ド数等の数値的指標で記述） 

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付可 

1 構造による横断検索 

http://jcggdb.jp/idb 

未公開 糖鎖構造による横断検索から検索できるよう

にした。 

平成２１年５月に公開予定。 

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 
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DB 名：MDHPLCDB 

 

（１）保有データ情報 

 

（１－１）データの種類 

①生物種  

②試料・ライ

ブラリー等

の種類、数

様々な生物種由来のサンプルから抽出されたＮ結合型糖鎖 

③測定方法 糖鎖を酵素的に蛋白質から切り離し、糖鎖の還元末端を ２-アミノ

ピリジンで蛍光ラベルする。この PA 糖鎖を、３種類の分離モードの

HPLC カラムを用いて連続的に分離すると同時に、その溶出位置から

構造を推定するという仕組み。 

④データの内

容 

グリコシダーゼ消化後の ODS カラムとアミドカラムの溶出位置をデ

ータベース化 

⑤その他、特

記事項 

 

 

（１－２）データソース 

①� 現 在 の デ

ータ量 

構造数 564 件 

②データ区分 

 

□自前 ■第三者 □文献データ □計算結果等の二次データ  

□その他（下欄に詳細を記述） 

③将来の増加

の見込み 

なし 

④権利関係 所有者（名古屋市立大学・加藤晃一・高橋禮子 ） 

公開（■可 □否 □その他［                

 ］） 

⑤その他、特

記事項 

http://www.glycoanalysis.info/galaxy2/index.jsp 

 

（１－３）データの管理状況 

①更新頻度等

の管理状

況、体制 

毎月メンテナンス 

②その他、特

記事項 

 

 

※ 既にデータベースを保有している場合は、以下についても記述して下さい。 

（１－４）データベース関係 

①DB 管理者数 1 名 

②キュレータ・アノテ

ータ数 

2 名 

③データ構造 RDBMS,XMLDB 

④DB 管理ソフト MySQL 
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⑤サーバの OS Linux サーバ 

⑥サーバ規模 1 台 

⑦DB へのアクセス数 不明 

⑧独立 IP 数  

⑨その他、特記事項 下記、画面コピー 

 

をクリックし赤点になったら構造の情報が表示される。 

構造の下にあるプルダウンメニューから「All」を選択し

「show product」ボタンを押すと消化酵素反応後の構造

を２種類のカラムで溶出した場合の実験値への移動を

矢印で表示される。 

 

点 を ダ ブ

ル ク リ ッ

ク す る と

次 の ペ ー

ジ に あ る

画像・詳細

画 面 が 開

く。 

 

詳 細 画 面

と そ れ ら

の デ ー タ

を ダ ウ ン

ロ ー ド で

きる。 
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（２）データ（又はＤＢ）の連結、統合化整備（※試験的、限定的公開済みのものも含む。） 

通番 

データ（又はＤＢ）の

名称 

※URL があれば記述 

公開／非

公開 

概要（データの種類（生物種）・数量（kB

等）、本プロジェクトで実施した特徴点、

進捗状況、今後の計画・課題などを簡潔に

わかりやすく記述） 

※ 公開している場合は、開始年月、利用

状況（平均利用者数、アクセス数、ダ

ウンロード数等の数値的指標で記述）

※ 必要に応じて画面コピー等の図表添付

可 

1 http://jcggdb.jp/idb  構造による横断検索から複数のＤＢを検索

できるようになった。そのＤＢの中に下記

のＤＢを検索できるようにした。 

2 http://hplc.glycoan

alysis.info/ 
公開 統合ＤＢ用にカスタマイズ 

 

（３）ＤＢ基盤システム、ツール等開発成果物の整備（※試験的、限定的公開済みのもの

も含む。）（該当なし） 

 

（４）その他の成果物（（２）、（３）に該当しないもの）（該当なし） 


